
愛媛県立中央病院
看護部 新人教育体制



教育目的

看護専門職として必要な知識・技術・態度を磨き、豊かな人間性を養い、

根拠のある看護を実践できる自律した看護師を育成する

1. 専門職として必要な知識・技術の向上を目指し、根拠に基づいた臨床看護実践能力

を養う

2. 患者・家族のニードを把握し、柔軟に看護過程の展開ができるアセスメント能力を養う

3. 患者・家族を尊重し思いやりを持った態度で関わり、信頼関係を築ける人間性を養う

4. 医療チームの一員として自覚し、相手の立場を考え主体的に行動することができる

5. 1人ひとりが生き生きと看護活動に臨むことができる

教育目標



育成したい看護師像

1. 患者・家族を尊重し、豊かな人間性を持ち

思いやりのある関わりができる看護師であること

1. 専門職としての自覚を持ち、自己研鑽に努める看護師であること

2. 自ら主体的に行動し、問題解決ができる自律した看護師であること

• 患者・家族を尊重…患者や家族の個別の状況（身体症状だけでなく心のケアにも重

点を置き）に応じた対応を心掛ける。

• 看護師としてだけでなく、人間としても成長を続ける姿勢をもち、思いやりのあるケアを実

践し続けるために自己研鑽を積むことが必要…主体的な行動につながり、自律した看

護師へと成長していく…人材育成を進めています！



教育体制
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委員会

各部署

エルダー：仕事や学習方法、心配事などメン
タル面についての相談役です。新人看護師一
人ひとりに配置されます。

実地指導者：新人看護師の看護技術の習
得状況などを確認しながら、1年間で目標到
達できるよう日々の指導や支援を行います。



教育体制



まず１年後の
ラダーⅠ承認に向けてトライ

ラダー
レベル Ⅰ新人 Ⅱ 一人前 Ⅲ 中堅 Ⅳ 達人 Ⅴ 匠

定 義

職業人としての自
覚を持ち指導・支
援を受けながら
マニュアルに沿って
看護を実践する

所属部署における
自己の役割を自覚
し、メンバーシップを
発揮する
自立して標準的な
看護を実践する

個別的な看護を実
践し、リーダーシップ
を発揮する

看護の専門性を高
め、熟練した看護を
実践し、チーム医療
を推進する

創 造 的 に リ ー
ダーシップを発揮
し、看護管理を
実践する

愛媛県立病院キャリアラダー

ラダーⅠ

新人

ラダーⅡ

一人前

ラダーⅢ

中堅

ラダーⅣ

達人

ラダーⅤ

匠



キャリアラダーⅠトライ研修

入職
• Ⅰ期研修 オリエンテーション

• 看護技術研修（4月～8月）

6月
• 夜勤のオリエンテーション

8月
• シミュレーション研修

• 多重課題への対応研修（9月～11月）

10月
• 半年間の振り返り研修

• ローテーション研修（12月～1月）

• 1年間の振り返り研修（2月～3月）

病院・看護部の理念、医療情報管理、医療安全
感染対策、看護倫理、教育システムetc

フィジカルアセスメント、創傷ケア、せん妄、採血、注射、輸血輸
液管理、輸液ポンプ・シリンジポンプ、コミュニケーションetc

シャドウ夜勤導入（1～2回/月）

前半期の看護技術研修の総仕上げ
シミュレーション研修での実践の振り返り

看護過程の展開（入門編）、危険予知（KYT）
看護倫理、メンバーシップ

自部署以外で提供されている看護の実際
および部署間連携を学ぶ

1年間の振り返り
次年度の課題と目標の明確化

新人同士・先輩看護師との対話



４月 ５月 ６月　　（シャドー夜勤） ７月　　（複数患者担当） ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

倫理

看護実践能力

‣日勤の流れが理解できる

組織的役割遂行能力

‣病院の概要・理念・看護部の位置づけ看護部の理念・

　 方針が理解できる

‣自部署の特殊性が理解できる

‣守秘義務を厳守しプライバシーに配慮できる

‣社会人・職業人として常識ある行動がとれる

自己教育・研究能力

‣１年間の目標設定ができる

‣社会人として心身の健康管理ができる

Ⅱ期研修

4月 5月 6月 7月 8月

Ⅲ期研修

9月 10月 11月

ローテーション研修

12月

　　　　　　        　Ⅳ期研修

1月 2月 3月

研修オリエンテーション

職業人としての心得

標準予防対策

移動援助技術と転倒予防

安全確保の技術 ～患者誤認防止～

基本的コミュニケーション

薬剤関連リスク

フィジカルアセスメント①　患者観察の基本

BLS

アンプル・バイアル・シリンジの取り扱い

血糖測定とインスリン注射

創傷予防

せん妄予防

フィジカルアセスメント②-1  呼吸を整える援助

 フィジカルアセスメント②-2　安全な食事介助

静脈血採血

輸液管理

輸液ルートの取り扱いと静脈ルート側管注射

輸血療法

輸液ポンプの操作と管理

フィジカルアセスメント③　応用編

緩和ケアにおけるコミュニケーション

皮下注射・筋肉内注射

シナリオシミュレーション① 看護過程の展開　（9/25）

（入門編）

看護倫理　（10/9）

危険予知トレーニング　（10/9）

夜勤自立に向けて　（11/22）

（シミュレーション）

化学療法　（2/6） 看護の振り返り　（3/6）

2年目の目標

＊ポートフォリオ⑧1年の振り返り

　 未記入のままで持参

標準予防対策：講義部分

看護における個人情報管理

看護記録の基礎

シャドー夜勤と夜勤前の準備

医薬品の管理

クリニカルパス

看護必要度：ナーシングスキル

創傷予防：講義部分

せん妄予防：講義部分

検体容器と検体の取り扱い

静脈血採血：講義部分

輸液ポンプ：講義部分

シリンジポンプ

ベッドメーキング  療養生活環境調整

食事援助技術
食生活支援、食事介助

経腸栄養法（経鼻胃管、胃ろう）

排泄援助技術
浣腸、摘便

導尿、膀胱内留置カテーテル

活動休息援助技術 移動介助（車いす・ストレッチャー）

歩行介助（腰ベルト、歩行器、杖）

体位変換

入眠・睡眠への援助

酸素吸入

ネブライザー

体温調整

吸引（口腔内、鼻腔内、気管内）

体位ドレナージ

人工呼吸器の管理

褥瘡予防 創傷処置 包帯法

与薬の技術 経与薬（経口薬、外用薬、直腸薬）

意識レベルの確認

一次救命処置、応援要請

気管挿管の準備と介助

外傷止血

バイタルサイン、パルスオキシメーター測定

血糖測定と検体の取り扱い

身体計測（身長、体重、腹囲）

採尿、尿検査の方法と検体の取り扱い

静脈血採血と検体の取り扱い

身体安楽促進ケア（温罨法、冷罨法） 安楽な体位の保持
リラクゼーション

精神的安寧ケア

感染防止の技術 洗浄、消毒、滅菌の適切な選択

安全確保の技術
患者誤認防止、誤薬防止

転倒転落防止策の実施
薬剤・放射線暴露防止策の実施

エンゼルケア

‣「公務員の服務規律」を理解し行動できる

‣「医療法、保助看法」「看護業務記入」「看護者の倫理綱領」を理解し行動できる

【愛媛県立中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年度　新卒看護職員　標準教育スケジュール（キャリアラダーレベル：Ⅰトライ）

・職業人としての自覚を持ち、指導・支援を受けながらマニュアルに沿って看護を実践する

定

義

・基本的な看護手順に従い必要に応じ助言を得て看護を実践する

・看護チームでは、自己の役割を理解し、支援を受けながらチームメンバーの一員として行動する　　　・所属部署で割り当てられた簡単なルーテインの業務を担当する

・自己の課題を発見し、支援を受けながら自主的に学習に取り組む　　　・ストレスと向き合い前向きに考え、自己の行動・出来事の振り返りを行う

看護実践能力

キャリアラダーレベルⅠの定義

組織的役割遂行能力

自己教育・研究能力

アウトカム

（目標）

‣他部署での看護を知り自部署での看護実践に意味づけできる

‣他職種から得た情報を看護ケアに取り入れることができる

‣看護単位のカンファレンスに参加し、情報を発信できる

‣チームの一員であることを自覚し、チーム活動に参加できる

‣指導を受けながら１メンバーとして夜勤勤務ができる

‣各月の行動計画の評価を行い課題を明らかにして取り組める

‣研修課題に計画的に取り組むことができる

‣チェックリストなどのツールを用いて自分の知識・技術の習得状況を正確に評価できる

‣自己のストレス対処方法を見出しストレスコントロールができる

‣ワークライフハーモニーの必要性が理解でき、困難な時は相談できる

公務員としての自覚と責任

動脈血採血の準備と検体の取り扱い

心電図モニター・12誘導の装着・管理

公務員の「服務規律」の理解と遵守

廃用症候群予防、関節可動域訓練

体動、移動に注意が必要な患者への援助

更衣、清拭、洗髪、口腔ケア、陰部洗浄

手浴、足浴、入浴介助、シャワー浴介助

おむつ交換

筋肉内注射、静脈内注射

点滴静脈内注射

輸液ポンプ

薬剤調整（ミキシング）

皮内注射、皮下注射

インスリン製剤の理解と副作用の観察

抗菌薬、抗ウイルス薬の理解と副作用の観察

静脈内留置針

中心静脈内注射

シリンジポンプ

薬剤管理と副作用の観察（輸血、麻薬、毒薬、劇薬、血液製剤）

苦痛の緩和安楽確保

‣キャリアラダーⅠにトライし認定をうける

‣自己評価および他者評価を踏まえ、次年度の学習課題をあきらかに

　 できる

‣看護実践や自己成長のために、同僚・次席・看護長の支援を受けることができる

‣適切な報告・連絡・相談ができる

‣日勤業務を理解し先輩とともに実践できる

‣指導のもと割り当てられた患者の看護実践に必要な情報収集ができる

‣指導のもと看護記録の手引きに沿った記録ができる

‣指導のもと定められた看護基準・手順に沿って看護をケアを安全安楽に実施できる

‣複数の患者を受け持ち指導を受けながらケアを実践できる

‣指導のもと患者の状態をアセスメントし必要な看護を考えることができる

‣看護計画に沿って安全・安楽を考えた看護ケアが実践できる

‣割り当てられた患者について看護オーダーに沿った実践ができる

‣患者・家族の言動や表情からケアに対する反応を観察し報告できる

‣患者の1日の生活の流れを知り看護に活かせる

‣チームの一員であることを自覚しパートナーシップを発揮できる

‣日勤勤務の割り当てられた仕事の優先順位を考えて行動できる

‣自分が得た知識や考えを分かりやすく他者に伝えることができる

‣看護過程の5ステップを理解し、指導のもと担当患者（受け持ち）で展開できる

‣指導のもと看護計画を立案できる

‣指導のもと看護過程に沿って看護計画の評価・修正ができる

看護職の倫理綱領、職業人としての心得の理解と遵守

Ⅰ期研修（感染対策、医療安全、放射線曝露防止、接遇、倫理・個人情報保護、ハラスメント防止、看護方式・チーム医療、目標管理とラダー、虐待予防、看護基準・手順、教育システム・標準看護スケジュール、メンタルヘルス、TQM改善活動）

　                                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【合同】新規採用者宿泊研修5/9、5/10（公務員倫理、病院経営と看護、社会人基礎力、先輩看護師の講話）　　                                                                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　【合同】リフレッシュ研修10/25

スタンダードプリコーション、必要な防護用具の選択

無菌操作、医療廃棄物の適切な取り扱い

針刺し、切傷、粘膜暴露による職業感染防止策と事故後の対応

自然排尿（尿器、ポータブルトイレ、車いすトイレ介助）

排便援助（床上便器）

集合教育

症状生体機能管理技術

動画研修

環境整備

清潔衣生活援助技術

呼吸循環を整える技術

創傷管理技術

救命救急処置技術

倫

理 専門職としての自覚と責任

看

護

実

践

能

力

（

技

術

的

側

面

）

死亡時のケアに関する技術

看護実践能力（技術的側面）：到達目標月に合わせた表示としている

＊到達目標月までに習得できるよう計画的に取り組む

赤字：集合教育後よりOJT開始

青色：集合教育あり（Off-JTとOJTで習得を目指す）

黒色：集合教育なし（OJTで習得を目指す）

新卒看護職員標準教育スケジュール



月日 場所 No 開始 終了 時間 プログラム 目的 目標 講師 事前課題・持参物 事後課題 実施・提出期限

1 8:45 9:45 60 研修オリエンテーション

・新人教育の位置づけと研修目的を理解する

・成人学習者としての学習姿勢を考える

・当院のキャリアラダーについて理解し、自身のキャリアに

　ついて考える

①集合研修プログラムを理解し、研修参加準備や心構えができる

②看護基本技術チェックリストおよび当院の看護技術チェックリストの活用方法が理解できる

③ポートフォリオの活用方法が理解できる

④キャリアラダーを理解し、自身の課題を明らかにできる

教育担当看護長

ポートフォリオ①看護観

基本的看護技術の到達目標と進捗管理表：入職時評価

持参物）Ⅰ期研修で配布の教育スケジュールや記録物一式

なし

2 10:00 11:30 90
職業人としての心得

看護師として必要な基本姿勢と態度

・組織の一員としての役割と責任を果たすことができる

・専門職業人として必要な基本的姿勢や態度を身につける

①社会人基礎力について理解できる

②看護職の倫理綱領が理解できる

看護部管理室

  副看護部長
持参物）看護協会Hpより「看護職の倫理綱領」を印刷し持参する なし

自部署 3 30
標準予防対策

講義動画を視聴して研修に参加

3A 13:30 15:00 90

3B 15:15 16:45 90 技術チェックリスト（①感染予防対策）を使用して他者評価 5月30日

4A 9:30 11:30 120

4B 13:00 15:00 120

自部署 4 「転ばぬ先の知恵」視聴

自部署 5 40 看護における個人情報管理 ・医療現場や看護師が取り扱う情報の管理ができる

①看護職が取り扱う個人情報が理解できる

②病棟で取り扱った個人情報を正しく廃棄、保管できる

③個人情報漏洩の重大性を理解し、自分の行動に責任が持てる

現任教育委員会 なし

ナーシングスキル

GEN‐0152【 個人情報保護の基礎知識 】

　　　　　　　　　 手技・基本事項の確認と、テスト100点取得

5月30日

講堂 6 9:00 11:00 120
安全確保の技術

  ～患者誤認防止～

・患者確認の基本を理解し、臨床での看護実践における

　１R確認が徹底できる

①ヒューマンエラーと人間の特徴について理解できる

②患者誤認の要因や原因がわかる

③患者認証の方法が説明できる

④患者間違いの重大性を理解し、ルールを守ることができる

医療安全推進チーム

　濵田季美

自部署で使用する頻度の多い同意書を確認してくる

患者氏名を確認している場面と方法を見てくる

ナーシングスキル

GEN‐0136 【患者誤認防止策】　手順・基本事項を確認し、映像視聴

ナーシングスキル

　GEN‐0136 【患者誤認防止策】　テストで100 点取得

技術チェックリスト（⑤患者誤認防止）を用いて他者評価

ナーシングスキル

　5月30日

チェックリスト

　　6月28日

13:30 14:30 60 基本的コミュニケーション
緩和ケア認定看護師

　西谷恵

14:45 15:45 60 第1回新人会 現任教育委員会

8 60
看護記録の基礎

（動画講義）
・看護記録の基本的知識を学ぶ

①看護記録の目的が説明できる

②看護過程の展開に必要な看護記録が理解できる

③記録にふさわしい用語や適切な表現ができる

④院内の看護記録に関する手引きの活用方法がわかる

⑤個人情報であることが分かり適切な取り扱いができる

看護記録委員会 なし
ナーシングスキル

　CPDAAA028　【看護記録（基本編）】 テストで100点取得
6月10日

9 20
シャドー夜勤と夜勤前の準備

（動画講義）
・夜勤の特徴を理解し、体調を整えてシャドウ夜勤ができる

①夜勤の特徴が理解できる

②夜勤従事するための健康管理の重要性を理解できる

③夜勤の業務フローを理解できる

④夜勤の自己の役割を理解し、ペアナースに報告・連絡・相談ができる

⑤夜勤中の緊急時・ 災害時の対応方法が理解できる

現任教育委員会 なし

シャドウ夜勤前

ポートフォリオ⑥シャドウ夜勤記録：準備の評価項目全てが、評価基準1となる

シャドウ夜勤後

ポートフォリオ⑥シャドウ夜勤記録：夜勤の理解、報告の項目が評価基準1となる

7月2日

10 15
医薬品の管理

（動画講義）
・管理が必要な医薬品について理解する

①管理の必要な医薬品が理解できる

②自部署で配置している管理の必要な薬剤について確認できる
薬剤部 なし 技術チェックリスト（⑦医薬品の管理）を用いて他者評価 6月28日

講堂 11 13:00 15:00 120 薬剤関連リスク
・安全な与薬管理を行うための基本的知識を理解し実践

　できる

①人間の特徴を理解したうえで安全対策を考えることができる

②５Rの必要性を理解し説明できる

③与薬時の6 R指さし呼称が実施できる

④与薬に関連するインシデント事例の問題点を理解し、対策を考えられる

⑤誤薬の重大性を理解しルールを遵守できる

チーフリスクマネージャー

　松尾有記
なし なし

12B 8:30 11:30 180

12A 13:20 16:20 180

13B 11:40 12:25 45

13A 16:30 17:15 45

ナーシングスキル

5月30日

チェックリスト

6月28日

課題シート

6月28日4A、4Bの

裏時間で視聴

令和6年度　新規採用看護職員Ⅱ期研修　プログラム

4月15日

（月）

講堂

研修までに視聴

（12:30～

13:15）

・標準予防策を遵守した看護実践ができる

①標準予防対策について説明できる

②感染経路別予防対策が理解できる

③正しいＰＰＥの着脱ができる

④正しい手指消毒が説明できる

⑤正しいタイミングで手指消毒ができる

⑥感染予防対策の重要性を理解した行動ができる

感染管理認定看護師

　岩本悟志

ナーシングスキル動画視聴

　動画講義　ID:CPDAAA059　【感染対策の概要】　第2 回～第 4 回視聴

講師作成の講義動画視聴

　研修3日前までに視聴し参加する

持参物）手指消毒剤（サニサーラ）←以後、すべての研修において持参すること

ナーシングスキル

動画講義　ID:CPDAAA059【感染対策の概要】　テスト100点取得

＊ナーシングスキルの視聴履歴が正規職員番号を取得後しか残りません。教育担当看護長よ登録

のアナウンスがあってから実施してください。それ以前にした場合はアクセス歴が残りませんので、再

受講が必要になります。

5月30日

講堂 標準予防対策

4月19日

（金）

講堂 移動援助技術と転倒予防

4A、4Bの

裏時間で視聴

①転倒の危険因子が理解できる

②ベッドサイドにおける転倒予防の環境調整ができる

③安全な歩行介助ができる

④安全な車いすへの移乗ができる

⑤安全なストレッチャー、ベッド間の移乗ができる

⑥転倒による患者の不利益を理解し、安全性を考えて行動できる

・安全で安楽な移乗・移動援助ができる

・ベッドサイドの転倒予防対策が実施できる

離床サポートチーム

　河野美晴

ナーシングスキル

GEN‐0031【移乗・移送：車椅子】　手順・基本事項の確認と、映像の視聴

GEN‐0032【歩行介助】　手順・基本事項の確認

持参物）部署より腰ベルト、転んでからでは遅いの冊子

ナーシングスキル

GEN‐0031【移乗・移送：車椅子】　テスト100点取得

技術チェックリスト（②歩行介助③移乗・移送（車椅子）④移乗・移送（ストレッチャー））を使

用して他者評価

「患者さんの移動や移乗援助を行う中で、うまく行えたと思う事例」を提出

6月10日

自部署
9：00～12：00

の間に視聴

技術チェックリスト（⑧バイタルサイン測定）を用いて他者評価

技術チェックリスト（⑨患者観察の基本）を用いて事例展開

　＊教育担当者、実地指導者が支援する

6月10日技術チェックリスト（⑧バイタルサイン測定）を用いて他者評価

講堂 7
・良好な人間関係を築くための基本的なコミュニケーションを

　身につける

①基本的コミュニケーションの重要性を理解できる

②基本的コミュニケーションスキルを活用し、相手の話を聴く姿勢がとれる

③基本的コミュニケーションスキルを活用し患者、同僚、多職種とコミュニケーションがとれる

なし 技術チェックリスト（⑥基本的コミュニケーション）を使用して他者評価

①一次救命処置について理解できる

②応援の必要性を判断し、応援要請ができる（ハリーコールが理解できる）

③AEDの使用方法を理解し、実際に使用できる

④早期より胸骨圧迫が開始でき、有効な胸骨圧迫が実施できる

⑤救急カートが持参できる（救急カートの点検ができる）

部署の救急カート、除細動、AEDの場所を把握してくる

ナーシングスキル

　GEN‐0096　【心肺蘇生法（一次救命処置）】

　　　　　　　　　　手順、基本事項を確認、映像視聴、テストで100点取得

部署の救急カートの点検ができるようになる

5月30日

5月8日

（水）

5月17日

（金）

講堂
フィジカルアセスメント①

           患者観察の基本

・患者の訴えを踏まえた観察ができ、情報の整理と看護への

　活用を理解する

①患者の訴えを傾聴し、患者観察できる

②観察した内容を整理して報告できる

③観察した内容を先輩看護師とアセスメントし必要なケアがわかる

④看護において患者情報を活用して共有する意味と方法がわかる

救急看護認定看護師

　山﨑誠

集中ケア認定看護師

　中村京子、山下さつき

摂食嚥下認定看護師

　山下かおり

クリティカルケア認定看護師

　越智康弘
講堂 BLS

・病院に勤務する職員として必要な救命救急処置を理解し、

　その知識・技術を身に付ける

4月26日

（金）

看護技術研修



事前に知識を確認

<事前課題>
・eラーニングツール
（Nursing Skills）の動
画視聴で基本事項の確認

<グループワーク>
・事前課題と同期との話し合いで
「わからないこと」を解決する。
・解決できない場合は、講師や支
援者に聞く、尋ねる。

<演習>
・演習で手順や手技の確認

講義で共に考え

いざトライ！

研修の方法



研修と実践をつなぐ

どう伝えれば
理解できるか
分からない…

研修？
何習ったの？？

研修で習ったことと
先輩Nsの指導が

少し違う…

私にわかるように
教えてほしい…
見てほしい…

以前はこんな声が…

そこで…

＜新人NS＞
・優しく、自身の体験も話して下さり分かりやすかった。

・指導者の下、ゆっくりと分かりやすく根拠に基づいて行えた。
・指導者さんに直接質問等しながら演習できて良かった。

＜先輩NS＞
・部署で指導する際のポイントがわかった！教えられそう！

・自分も改めて勉強になることが多く、来て良かった。
・部署とは違う新人Nsの様子が見れて良かった。

そして…
ポジティブな反応がたくさんありました！

Before

After

新人4人に対し1人の指導者がつき、一人ひとりの実
技演習を丁寧に手順に沿って教えてくれます。



研修と実践をつなぐ

指導者ガイド



ナーシングスキル

入職時
前期

（5月）

中期

（9月）

後期

（2月）
項目

学習

終了日
見学日 見守り実施日 1人で実施日 合格日 サイン

①温度、湿度、換気、採光、臭気、騒音、病室整備の療養生活環境調整 (例:

臥床患者、手術後の患者等の療養生活環境調整）
Ⅳ 6月 GEN-0001　環境整備

GEN-0002　ベッドメーキング

GEN-0003　臥床患者のシーツ交換

①食生活支援　（例：糖尿病、貧血、妊娠中の食事指導など） Ⅲ 2月 GEN-0005　食生活支援

②食事介助（例：臥床患者、麻痺や嚥下障害のある患者の食事介助） Ⅲ 2月 GEN-0004　食事援助

③経腸栄養法（経鼻胃管） Ⅲ 2月 GEN-0006　経腸栄養：経鼻胃管

GEN-0007　経腸栄養：胃ろう

GEN-0009　経腸栄養：胃ろうの管理

①自然排尿（尿器・ポートブルトイレ・車椅子トイレ介助） Ⅳ 6月 GEN-0013　排尿介助

②排便援助（床上便器） Ⅳ 6月 GEN-0014　排便介助

③導尿（女性、男性） Ⅳ 2月 GEN-0019　導尿

④膀胱内留置カテーテルの挿入と管理（女性） GEN-0021　膀胱留置カテーテル挿入：女性

　 膀胱内留置カテーテルの挿入と管理（男性） GEN-0022　膀胱留置カテーテル挿入：男性

　 膀胱内留置カテーテルの抜去 GEN-0023　膀胱留置カテーテル抜去

⑤浣腸 Ⅳ 2月 GEN-0017　グリセリン浣腸

⑥摘便 Ⅲ 2月 GEN-0018　摘便

①歩行介助（腰ベルト、歩行器、杖） Ⅳ 9月 GEN-0032　歩行介助

GEN-0030　移乗・移送：ストレッチャー

GEN-0031　移乗・移送：車椅子

③体位変換（手術後や麻痺等で活動に制限のある患者等への実施） Ⅳ 9月 GEN-0028　体位変換

④関節可動域訓練 GEN-0029　関節可動域訓練

　 廃用症候群予防 GER-0006　廃用症候群の予防

⑤入眠・睡眠への援助 Ⅳ 9月 GEN-0035　入眠・睡眠への援助

⑥体動、移動に注意が必要な患者への援助 （例：不穏、不動、情緒不安定、

意識レベル低下、鎮静中、乳幼児、高齢者等への援助）
Ⅲ 2月 GEN-0034　転倒・転落の予防

到達の

目安

到達

目標月

自己評価 技術習得の進捗確認 他者評価

3.排泄援助技術
Ⅳ

6月

2.食事援助技術

＊技術チェックリスト（㉓経腸栄養）を用いて指導
④経腸栄養法（胃ろう） Ⅲ 2月

1.環境調整技術

②臥床患者のベッドメーキング Ⅳ

2月

Ⅳ 6月
＊技術チェックリスト（②歩行介助③移乗・移送（車椅子）④移乗・移送（ストレッチャー））を用いて指導

2月 ＊技術チェックリスト（㉔膀胱内留置カテーテル）を用いて指導

4.活動・休息援助技術

②移動の介助・移送（ストレッチャー・車椅子）

Ⅲ

基本的看護技術の進捗管理

看護技術の習得状況を自分も周囲も把握できるように進捗管理表を用います。
学習方略として関連したナーシングスキルの項目も示されています。

見学→見守り実施→一人で実施を経て合格を目指します。



                            

 

 部署（         ） 氏名（                    ） 

※他者評価は、教育担当者、実地指導者リーダー、実地指導者で看護長が評価可能と任命した方が行ってください。 
 

             評価基準 0：できない 1：できる（助言を得てできる場合も含む） 

        ①基本的な情報（カルテから聴取） 

基本事項 他者評価 

年齢・性別   

診断名  

 

 

現病歴  

 

 

背景（アセスメントシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②患者の状況の理解（入院生活と身体情報） 

患者の状況を知るために必要な情報 

前のバイタルサイン 
 

 

 

症状 
 

 

 

苦痛なこと 
 

 

 

日常生活動作 
 

 

 

検査データ 
 

 

 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

背景 

生活像 

② 

過去 

患者情

報 

① ②の情報から 

１）患者の病状について、どのような影響が考えられそうか。 

疾患や症状、治療等自己学習している内容と得た情報とを照らして考え記入する 

２）処方されている治療法や薬、その他の処置は患者にどのような影響があるか記入する 

３）患者観察に行った際、何を確実に観察しようと考えるか 

また、①②で得られていない情報で気になることがあれば記入する 

 

フィジカルアセスメントは認定看護師の指導のもと系統立てて学習します



2期研修の学びの総まとめとしてシナリオシミュレーションを行います。
患者さんの状態を観察し必要な看護ケアをどのように提供するか同期と一緒に考えます。

その後も3期、4期研修と引き続き学んでいきます。



シミュレーションルーム

採血

BLS

フィジカル

不整脈



メンタルヘルス（心の健康状態）ケア

• R6年度より外部臨床心理士を雇用し、「心の健康」に関わることを気軽に相談で
きる体制を構築。

• 新人・2年目看護師は定期カウンセリングを導入（カウンセリングは複数回実施）

• カウンセリング成果（新人・２年目スタッフの声）

⇒「命に関わるプレッシャー」による緊張感や不安感が高く、自信を喪失している
⇒業務が忙しく相談しにくいことによる孤立感、自分だけで頑張ってしまう傾向にある。

⇒自身が抱える不安や不満、言いたいことを聞いてもらえたのでストレス発散になる （すっきりした）
⇒自分自身を客観視することで、抱えている気持ちや考え方に気づくことができる
⇒専門的なアドバイスにより、ネガティブな意識を前向きに変えていくことができた
⇒将来どのようになりたいか、ストレスに対処しながら働いていくにはどうしたら良いかなど、自身をマネジメント

していくことを学ぶ機会になる



リフレッシュ

4月
看護を
語ろう！

7月
看護倫理 9月

ローテー
ション研修
に向けて

11月
コンセンサ
スゲーム

3月
看護を振
り返ろう！

交流

対話

新人会

同期との交流を通して 仕事へのモチベーションの向上と職場適応を促進します



２年目NS会

２年目のプレッシャーも乗り越えられるように応援します！



看護師としてのキャリアを継続して支援

ライフステージが変わってもキャリアアップを目指しつづけら
れるように、安心して働き続けられるように、育休復帰看
護師のための育成ガイドラインも整備されています。妊娠

期から復帰までをサポートします。


